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0発行者裡[脈識雷5M:ζ: 00'水 上里ネットは土地改良区の愛称です.
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岐
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し
ろ
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、
水
車
で
起
こ
し
た
電
気
で

地
域
を
再
生
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

「地
域
を
な
ん
と
か
再
生
し
た
い
」
と
い

う
地
域
住
民
の
願
い
に
こ
た
え
る
た
め
、

水
車
を
シ
ン
ボ
ル
に
し
て
、
小
水
力
発
電

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

地
元
自
治
会
長
が
、
発
電
装
置
を
製
作

し
、
近
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務
所
に
配
電
設

備
を
手
作
り
で
設
置
。
最
大
８
０
０
Ｗ
発

電
で
き
、
街
灯
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
事
務
所
等
に

電
力
を
供
給
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
（た

だ
し
売
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は
し
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い
な
い
と
の
こ
と
）
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腎
じ
く
絶
対
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で
い
い
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な
運
動
を
展
一向
翔
月
出
に

一
方
落
ち
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だ
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済
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て
直
し
を

言
う
言
風
い

槻
模
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政
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動
等
に
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α
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事
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資
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成
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等
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の
皆
様
方
に
は
　
当
土
地
改
良
区
の
業
務
運

一鰤̈］赫榊一」一い警］̈蒙載̈̈

て
ぃ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

様
方
の
更
な
る
こ
支
援
を
ょ
ろ
し
く
お
願
い

・
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お 知 らせ

当 に地改良
`X域
内の農地Iを ,0‖ される場合(農 1也で地 1変更、 から畑等も,1様です)、  L地改良

`への報告が義務づけられています.そ の時にJt地 1嗽 ,‖義務決済企もll入 して●くようになっております.

尚 Th街イロκ域においても「J様の手ltき が必要です

また、売 li、 交llt等 により11地の権利を移rlJさ れる場合には 当 L地改良κへ資格喪失通知 JIを提||す
ることが義務づけられています.こ の報riに より l11」■の賦課mi積を決定しますので必ず手続きをllKって

卜さい。公共)業 も決済金が必要です。

平成 25年度単価  全区域田 200円 /m2当 り

*組合員の死亡等による名義変更・住所移転等変更された場合も必ずお知らせ下さい。
111リロ紙は 11改 lt κに,‖意しておりますので、ごl■絲願います。
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Ъl負選第63回通常総代会報告
姉川沿岸土地改良区第63回通常総代会は、 3月 10日 午前 9時30分より長浜市七尾公民館 I階大会議室で

第 1選挙区より、清水信和氏を議長に選出し、総代法定数45名 (出席者数34名 )、 理事18名、監事 4名で開

催され、議案書が提出されました。平成23年度事業報告及び各会計決算並びに財産日録、平成25年度事業

計画と各会計予算など18議案力
'全
て議決されました。

●第 1号議案
平成23年度、事業報告及び財産日録並びに 般
会計収支決算の承認について

●第 2号議案
平成23年度、特別会計準備積立金収支決算の承
認について

●第 3号議案
平成23年度、特別会計退職手当積立金収支決算
の承認について

●第4号議案
平成23年度、特別会計農地転用決済金収支決算
の承認について

●第 5号議案
平成23年度、県営草野川地区ほ場整備事業 (姉川
分)特別会計収支決算の承認について

●第 6号議案
平成25年度、事業計画及び ‐般会計収支予算の

議決について

●第 7号議案
平成25年度、特別会計頭首工改修積立金収支予算
の議決ついて

●第 8号議案
平成25年度、特別会計準備積立金収支予算の議
決について

●第 9号議案
平成25年度、特別会計退職手当積立金収支予算
の議決について

●第10号議案

平成25年度、特別会計農地転用決済金収支予算
の議決について

●第11号議案
平成25年度、県営草野川地区ほ場整備事業 (姉川
分)特別会計収支予算の議決について

●第12号議案

平成25年度、農村地域再生可能エネルギー(小水
力発電)の新規加入の議決について

●第13号議案
平成25年度、一般会計並びに特別会計組合費の

賦課金徴収方法及び期日について

●第14号議案
平成25年度、一時借人について

●第15号議案
平成25年度、一般会計支出予算の款内流用につ
ヽヽ て

●第16号議案

平成25年度、役員報酬について

●第17号議案
平成25年度、歳計現金預入れ先について

●第18号議案
平成25年度、農地転用に係る決済金について
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平成23年度 決算 (本決算は通常総代会において承認されております。)

21,309,044円

12,008,220円

計

O収支差引
(翌年度へ繰越)

20,096,944円

13.276.464円
335,680円
1,750,000円

849,923円 井 堰 水 路 費

3,439,000円

2,926,221円

21,309,044円

1,212,100円

719,627円

4,411,538円
289,055円

1,307,182円

93,078円
20.096.944円

12,008,220円

退職手当積立金 歳入額  6,422,130円
歳出額      0円
差ヨ1額  6,422,130円〈翌年度へ繰越)

農地転用決済金 歳入額 159,953,779円

歳出額   1,750,000円
差引額 158,203,779円 (翌年度へ繰譴

差引額  4.579,231円 崚年度へ繰辺        歳出額 1,304,455円
差引額  159.2]6円 (翌年度へ繰越)

平成25年度 予算 (本予算は通常総代会において承認されております。)

○歳 入

補助金
2.531千円

25,471千円 O歳 出  25,471千円

洋桐攀費 7沓恵千円 秀需その他

修 積 歳入額  10.626千円 由辰 転 決

閻歳出額  10,626千円
準 備 積 歳入額 5,751千円 ほ場整備特別会計 (旧浅丼地区分)

歳出額 5,751千円 歳入額  162,008円
歳入額 7602千円 歳出額  162008円職

歳出額 7.602千円 組合員数 平成24年度 1,664人
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G軍旱幹線用水路 及び管理架台補修 "居
田地先)

工事区間:200m 工事費:870万円
昨年度と,1様 川口 ,()岸土地改良ス内の幹線水r各の計F持管理 1:業を進めています。また今年度は、龍ケ鼻
サイフォンrlと朽化が激しく危険なため 計画を1ll■lし し 「 1'を 実 lLし ました。全組合員が、「It業 Jと
「 1地改lt κJを守るlRり 剤[みを進め「農業川水J「 11舌

'I水
J■を安,こ、して供給できるよう 今後も制度

融資■を,舌用し、全llt設の改修を計口1的に,■めていきます.

~ 
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紹介
本丼膜は 長浜市相撲庭町 佐野町 今荘町 野村‖rの
各4町をК域とする姉川沿岸 L地改良区の地域で、灌漑面
積約100haに 取水している。

今を去る千幾百年前より姉川本川を締切り 丼腹を工築
しHЛ水並びに飲用水 防火用水として fl用 されてきた。
日しPL村 帯の晨X川水として欠く,の できない,1堰で
あつた力ヽ 昭1125年 のジエン台風によつ工築されていた

井嘔は 全て流出し こオtら を復 Hす る為に日山雲丼井堰
を利用する l● 4カ 町村の合同り「延建築の話し合いが進み

昭和27年から29年の 3カ 年言卜両により、0同丼頂より末
端水路の完 Eを みたが 伏流水等の利用ができなくなり
本土地改良Xの事業として弓き受け 今尚Nljlkの 上砂等を
利用して吉ながらの取水を行っている。

息
長
広
姫

日
本
書
紀

の
紋
達
（び
た

つ
）
人
，

の
条

に
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正
月
丙
反
の

一
日

に
息
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真
手
■
の
女
　
広
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て
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、
■
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と
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．
足
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の
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兄
ヽ
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口

す
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の
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を
生
れ
ま
せ
り
、
逆
０
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汁
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女
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と
伝
え
て
い
ま
す
．

中
后
は
　
そ
の
年
十
　
月
に
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。
中
后
は
　
大
中
の
妃
と
早
く
か
ら
　
な
ら
れ

て
お
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
．

亡
く
な
ら
れ
た
　
■
●
を
葬
ら
れ
た
お
■
が

忠
長
北
庄
で
あ

っ
た
。
人
７
村
居
―――
の
忠
●
陵

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
陵
■
の
指
定
の
発
瑞
は
、
几
禄
九
年
■

六
九
六
年
）
村
―
，，
Ｉ
日
の
光
迎
■
本
Ｉ
改
築

の
た

め
、
こ
こ
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小
一出
い
と
こ
ろ
を
地
な
ら
し
さ
れ

た
際
、
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椰
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を
納
め
る
●
造
り
の
部
屋
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と

石
棺
　
“
輪
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
．
早
速
■
■

を
中
止
し
て
　
本
行
所

へ
１１１
け
ら
れ
ま
し
た
．

そ
の
指
示
に
よ
り
、
出
上
品
は
代
々
　
こ
の

え
を
護

っ
て
　
き
て
い
た
ｍ
ｒ
邸
内
の
　
迎
に

移
し
、
理
蔵
さ
れ
ま
し
た
．

明
治
五
年
■

八
七
　
年
）
教
務
省
よ
り
実
地

を
調
べ
ら
れ
　
明
治
八
年
に
、
陵
■
　
陵
Ｔ
を

置
か
れ
ま
し
た
．

十
年
十
日
　
兆
域
が
確
ｔ
さ
れ
た
際
、
堀
―‐‥

家
の
邸
内
を
制
き
寄
附
さ
れ
　
十

一
月
、
俊
を

造
●
さ
れ
ま
し
た
．

明
治
十
六
年
■
内
省
の
所
轄
と
な
り
ま
し
た
．

明
治
五
年
に
　
，
枯
の
薇
石
と
石
椰
の
Ｆ
石
を

棋
写
し
た
図
が
残

っ
て
い
ま
す
．

今
の
本
堂
■
壇
が
　
墳
丘
の

一
部
（前
方
部
）

で
あ
り
　
そ
の
後
円
部
が
附
属
地
と
し
て
　
宮

内
省
の
所
管
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
．

書
籍
「山
束
の
姿
‐
よ
り

自 平成25年 3月 1日 ～ 至 平成26年 2月末71K示」委 員

氏 名 住 所 氏   名 tE Ph

石 河 勝 美 米原市伊吹 柴 原 ― 夫 長浜市相撲庭町
鈴 木 廣 ― 米原市天満 佐 野 武 秀 長浜市佐野町

野―色 守 道 米原市野―色 矢 野 旦 長浜市春近町

堀 田 尚 良 米原市市場 大 塚 衛 ― 長浜市保多町
塚 本 信 夫 米原市村居田 曽 我   淳 長浜市西上坂町

田目
五月の寒さで、日の生育が′心配されましたが、その後の真夏を思わせる暑さで、日一面生

き生きとしてきました。

新しい事業として、水力を利用した再生可能エネルギーの取り組みが始まりました。環境

広報担当を守る、自然を守ることは、当改良区の大きな使命かと思います。囲団


